ア 
2023 年 11 月 26 日 (日 )・2024 年 2 月 17 日 ( 土 ) 出 発 // 
と 美しい 目 本 を ホテ ル が 走る 感動 の そば に 、 い つる 。 


夢 の 人 


みず か ぜ 


「TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 」 に 乗る 
3 日 間 ・4 日 間 ・7 日 間 


還 // 
lp 7 いい 


WMIINOIIINE ANN 5 


博 風 


UIRSKSZNE 


J TB ロイ セル ロー ド 媒 卒 


美しい 目 本 も ホテ ル が 走る 。 


と ン 上質 き の 中 に 懐か が し さ を て 


美しい 車窓 の 眺め 、 一 流 の 食 の 区 に よる 料理 。 2 され た 車両 、 を そして: の 魅力 …。 


TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 で この 国 の 素晴らし さ を 再 発見 する 特別 な 列車 の 旅 へ 。 


國 車 両 (10 両 編成 ) 


で ぢ 本 ロイ ヤル ツイ ン ( ユ ニ バ ベー サル 対応 ) * 
展 過 車 品 イ イジ お すり 2 の 


妥 近 デッキ 論 展 学 イシ ツイ ン ツイ ン ツイ ン ( ユ ニ バ ー サ ル 対 応 ) シン グル シン グル 


ai = 


バス ルー ム 寝室 リビン グ ・ プラ イベ ー ト シー ラッ 3 2 ラン バー カッ ウンター 茶 の 卓 ブティック 


(バス タブ 付 ) ン 全 人 に ニレ ルン 語 デ 2 シル 2 ラー スペ ー ス 


還 本 本 右 客室 [| ] パ ブリ ックス ペー ス 


カジ ンジ 一 
人 1 人 ウニ っ 22 に zo と サロ ン ・ ド ウゥ ・ ル ウッ エス ト 
オー プン キッ チン か ら 伝 わる 車内 調理 の ライ ブ | バー カウ ンタ ー や 立 礼 (椅子 に 腰かけ て 行う 茶道 の | 空 ま で 望む こと が で きる 開放 的 な 展望 室 か ら 雄 大 
感 を 感じ つつ 、 大 き な 窓 を 流れ る 美しい 景色 を | 点 前 形式 ) の 茶 の 卓 、 ブ ティ ックス ペー ス を 備え た | な 景色 や 星空 と いっ た 車窓 を お 楽 し みい た だ け 
眺め な が ら 、 食 の 匠 に よる 料理 を お 楽し みい た だ | ラウ ンジ カー で は 、 木 を 多用 し た 落ち 着い た 空間 | る と と も に 、 展 望 デ ッ キ で は 沿線 の 風 を 感じ て い 
員 説 7 で 、「 瑞 風 」 の お も て な し を お 楽し みい た だ け ま す 。 た だ け ま す 。 


ロイ ヤル シン グル ( 約 7 融 ! 室 ) 定員 :2 名 ロイ ヤル ツイ ン ( 約 10i・13 室 ) 定員 :9 名 ザ ・ ス イー ト  ( 約 35mf・1 室 ) 定員 :2 て 4 名 

中 国 地方 の 5 県 の 木材 を 用 いた ドア や 沿線 の 伝統 工芸 品 を あつ ら え まし た 。 また 、 収納 式 の ベッ ド に よ 世界 的 に も 希少 な 1 両 1 室 の 広い スペ ー ス で 、 
り 、 昼間 は 広い リビン グ ス ペ ー ス で ゆっ た りお 過ごし いた だ け ま す 。 客室 に いな が ら 5 列車 の 左右 両側 ョ ミニ ジ トド アジ 2 や ライ ペー ドド パル ョ ニー、 リ ピング 
を 眺望 で きる レイ アウ ト ⑧⑱ と 、 大 き な 窓 に より 車窓 を お 楽し みい た だ け ま す 。 さ ら 6 に 、 開 閉 で きる 窓 か ら ダイ ニン グ 、 泊 室 、 バ スタ ブ 付 バス ルー ム を 備え た 
は 沿線 の 風 を 感じ る こと が で きま す 。 ※ ュ ユニ バー サル 対応 の 客室 を 除く 。 スイ ー ト と 呼ぶ に ふさ わし いし つら いで す 。 


@⑯ ツイ ン ベ ッ ド (ロイ ヤル シン グル は シン グル ベッ ド ) 介 シャ ワー・ ト イレ ( ザ ・ ス イー ト は バス タブ 付 ) 「 瑞 風 」 の 旅 を 華やか に お 楽し みい た だ く た め に 、 
ドレ スコ ー ド に を そっ た 服装 を お 召し くだ さい 。 

(男性 ) 上 着 ・ 鶴 付き シャ ッ (ディ ナー 時 は ネクタイ 着用 ) な ど 

( 革 尾 ) ソン ピース ・ 上 着 ・ 徐 付き シャ ツ な ど 


| あな ご めし うえ の (広島 県 ) ] WW 人 、| 第 乃井 」 村田 吉弘 氏 監修 の 2Ay 欠 、 | 第 妃 井 」 
日 本 料理 括 萌 氷点 心 


上 野 純 一 氏 監修 の 郷土 料理 


駅 弁 か ら は じ ま っ た あな ご めし を 広島 の 代表 的 存在 に 
まで 成長 きせ まし た 。 
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ーー の 記 史 0 
世界 を 代表 する 100 人 の シェ フ [100 chefs au 萩 ・ 須 佐 の 新鮮 な 魚介 を は じ め 地 元 食材 自然 豊か な 島根 の 食材 を 活か し た 料理 を 追 還 求 し て い 
monde」 に 6 選出 きれ 、 国 際 的 に 注目 きれ て いま す 。 いま す 。 ます 。 


格調 高く 華やか な 雰囲気 に 包ま れ た 、 伝 統 を 受け 継ぐ 食堂 車 「 ダ イナ ー プ レ ヤ デス 」 で の 食事 。 
落ち 着い た 空間 で 、 ゆ っ た り と 《 つ ろ ぎ な が ら 味 わ う お 部 屋 で の 食事 。 
それ ぞ れ の 場所 で 、 流 れる 景色 を 感じ な が 6「 瑞 風 」 な ら で は の 食事 の 時 間 を どう ぞ お 楽し みく だ さい 。 


僚 車内 で の 食事 


ュ ン 


感 | 感 | 感 | 感 加 | 感 | 懲 | 感 
立 
民 
財 


人 @ 食 事 場 所 は お 選び いた だ け ま せん 。 倫 食堂 車 で の 食事 は 二 部 制 と な り ま す 。 順番 は お 選び いた だ け ま せん 。 
人 @2 部 屋 以 上 の グル ー プ で ご 参加 の 場合 、 客室 定員 を 超え て 同じ お 部 屋 で 食事 し て いた だ 《 こ と は で きま せん 。 ま た 食堂 車 で は 、 お 部 屋 ご と に 別 の テー ブル と な る 場合 が ご ざい ます 。 


車両 及び 客室 に つい て 
@ ロ イヤ ルツ イン 、 ロ イヤ ル シ ン グル の 号車 ・ お 部 屋 番号 の 指定 は で きま せん 。 ま た 他 の お 客 様 と の 相 部 屋 は お 受け で きま せん 。 
@ お 部 屋 を 含め 、 車 内 は 禁煙 で す 。 お 煙草 は 5 号車 ラウ ンジ カー 内 の 喫煙 室 を ご 利用 くだ さい 。 
信 運 転 中 は 夜間 を 含め 、 走 行 音 や 播 れ が 発生 し ます 。 


半 束 (つい 


7 県 0 還 5iHD の 計 す 。※ 食 事 場所 は お 選び いた だ け ま せん 。 
け ま せん 。 あ ら か じ め 当社 に 
還 え て 同じ お 部 屋 で 食事 し て 


。 ま た 食堂 車 で は 、 お 部 屋 ご と に 別 の テー ブル 


と な る 場合 が ご ざい ます 。 


s 和 客 様 に 安心 し て T「TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 」 の 旅 を お 楽し みい た だ ける よう 、 


感 染 ヤ 防 に こ 取 り R ん KK い ま す 


人 @ 車 両 に 設置 し て いる 換気 装置 や 空調 装置 を 通じ 、 車 内 の 空気 と 外 の 空気 を 入れ 換え て いま す 。 
念 客室 や 通路 に は 、 開 閉 で きる 窓 を 設置 し て お り 、 直 接 の 換気 が 可能 で す 。 
念 展望 車 及 び ラ ウン ジ カ ー の 混雑 状況 は 、 客 室 に 備え を て いる タブ レッ ト 端 末 で ご 確認 いた だ け ま す 。 


※ 詳 し く は 、 専用 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 くだ さい 。 twilightexpress-mizukaze.jp/ 


中 絡 の 旅 た 立 ち 容 り 観 光 地 で ヽ 4 


衣 - も こう 宮島 | ※% 較 / 
2 二 の ボ ント 


の 「 瑞 風 」1 泊 2 日 山陽 コー ス ( 上り) に ご 乗車 
2 下関 か ら 京都 まで の 瀬戸 内 海 沿線 を 走り ます 。 
。 。 人 厳島 神社 の 正式 参拝 < もど 案内 し ます 。 
- 下関 の 紅葉 名 所 「 長 府 庭 園 」 
四季 折々 の 美 し さ を 見 せる 、 長 府 藩 家老 の 池 泉 回 
遊 式 庭園 を 訪れ ます 。 


= sssgssiss | 大 覚寺 開門 前 特別 拝観 
大 覚寺 一 真言宗 大 覚寺 派 の 本 山 京都 の 紅葉 名 所 の ひと つ ・ 大 覚寺 を 、 開 門前 に 混 


旨 示 
一 2 二 和 。 雑 を 避け て 拝 観 し ます 。 
正式 に は 旧 財 上 御所 大 本 山大 覚寺 と 称し 、 蝶 央 御所 と も 呼ば れ ます 。 皮 上 天皇 の 離 NE 


と し て 建立 きれ 、 明 治 時 代 初頭 まで 、 代 々 天皇 も し く は 皇統 の 方 が 門跡 (住職 ) を 務め た 参拝 の 方 と ど 一 緒 と な り ま す 。 
格式 高い 門跡 寺院 で す 。 い け ば な 発祥 の 花 の 寺 で 6 あり 、「| いけ ば な 帳 峨 御 流 」 の 総司 所 
( 家 元 ) で も あり ます 。 


晩秋 の 山陽 ・ 京 都 で 季節 の うつ ろ い を 感じ る 


紅葉 の 大 覚寺 特別 拝観 と 「TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 」 で 巡る 山陽 4 日 間 


(スケ ジュ ー ル ) 2 日 目の下 関 駅 か ら 3 日 目 の 京都 駅 まで が 「TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 」 の 乗車 行程 と な り ま す (下記 行程 表 の 還 の 区 間 で す ) 。 


11/26 | 東京 駅 8:00-915 発 ) 吾 二 ( 東 海道 ・ 山 陽 新幹線 グリ ー ン 車 )m 二 | 新山 口 駅 | また は | 小倉 駅 一 \\ 〇 長 府 庭園 一 下関 温泉 ( 泊 ) 6:o0 細 ) 
(日 ) 下関 温泉 下関 温泉 風 の 海 泊 唱 多 
ホテ ル (9:20 紀 一 王 | 下関 駅 | 呈 本 (TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 ・【 ご 昼食 ・ 車 内 】 お 部 屋 に て 「 あ な ご めし うえ の 」 監修 の 郷土 料 
7 還 eee 画 e 立ち 寄り 観光 : 宮 島 ( 詳 細 は P.7 を ご 参照 くだ さい ) 宮島 口 駅 = 王 (TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 .【 ご タ 
食 ・ 車 内 】 食 堂 車 に て 「 菊 乃井 ] 監修 の 日 本 料理 )= テ 車 中 泊 國 居 較 
=ー テ 【 ご 朝食 ・ 車 内 】 お 部 屋 に て 「HAJIME」 監修 の 洋 朝 食 =ー | 尾道 駅 | 一 生ん Sc に 12) 
一志 尾道 駅 =m 琶 (TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 ・【 ご 昼食 ・ 車 内 】 食 堂 車 に て [HAJIME」 監修 の 西洋 料理 ) = 二 | 京 都 駅 |de:45- 
7 17:15 着 )……… 京都 市 内 ( 泊 ) 17:30 不 ) 
夕食 は 「 五 山 望 ] に て 鉄板 焼き 、 ま た は 「 コ トシ エー ル 」 に て 洋食 、 ま た は 「 浮 橋 ] に て 和食 (予約 時 選択 制 ) 
京都 市 内 ホテ ルグラン ヴィ ア 京 都 泊 國 因 図 


11/29 ホテ ル (730 王 王 遂 〇 大 覚寺 開門 前 特別 拝観 一 導 〇 天 龍 寺 …… 「 翠 履 ラグ ジュ アリ ー コ レク ショ ン ホ テル 京都 」 (和食 の ご 昼 


( 水 ) 。 食 ) | 椅子 席 | 一 | 京都 駅 m 一 (東海 道 ・ 新 幹線 グリ ー ン 車 ) mm 東京 駅 |ue:30-17:30 者 ) 國 局 
(凡例 ) \ 紅 葉 の 見 どこ ろ 〇 入場 〇 下車 信 車 窓 =ーJR ニー バス ン ン 船 … 徒 歩 較 朝 食 還 昼 食 較 夕 食品 食事 な し 
(で 出 発 日 ) 2023 年 11 月 26 日 (日) [3 泊 4 昌 ] 最少 催行 人 員 | 20 名 3 日 目 の 夕食 京都 府 ・ 京 都市 内 
(ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ノ 東京 駅 発着 ) 欧 @ ォ プシ ョ ンプ ラン コー ド 1GGTO10-9 | 五山 望 | 際 板 諾 】 誠 は | コト シ エ ー ル | 隊 全 状 は | 浮橋 | 順 全 
1 泊 目 2 泊 目 | 3 当 目 Ss 鉄板 焼き 、 洋 食 、 和 食 の 3 つの スタ イル の ご 夕食 を ご 用 意 し まし た 。 
き 二 タイ プ | 寄 宣 タイ ア | 生ま タイ プン 引 お 好み に 応じ て お 選び くだ さい 。 


グラ ン ヴ ィ ア デラ ックス 
スタ ンダ ー ド 6 27 ル 3 ワー ピュ ー 1.350.000 ロ 民 二 芋 王 
ツイ ン 約 26 33m) 


※ 予 約 時 選択 制 で す 。 席 数 に は 限り が あり 、 ご 希望 に 添え な い 場合 が ご ざい ます 。 
ON - ー EE 還 


( 約 41m) クラ ン ヴ ィ ア デラ ックス 980,000 貴 医業 條 謀 _ パ ーー eaN 本 
ニー ツイ ン ー ビ ュ ー 3 3 ー 
ミス イー ツイ > 1 3 に 和 理 (シメ ー ジ 
69 イン ( 約 34m) 990.000 ロ 医 二 区 詞 五山 豆 料理 (イメ ー ジ ) 
SEA ス イー ト | グラ ン ヴ ィ ア セミ スイ ー ト = ュ 3 
(969m) | デス イー ト | ッ イ ンプ レミ アム ( 約 66m) | 880.000 ロ 生生 貞 3 日 目 の お 宿 
往 路 新 山口 駅 また は 小倉 駅 合流 25.000 円 引 き ホテ ルグラン ヴィア 京都 
復路 京都 駅 離 団 15,000 円 き 京都 駅 に 直結 し 、 「 瑞 風 」 の 旅 に 最適 な ロケ ーション の ホテ ル 。 
※ ご 参加 は 13 歳 以上 (出発 時 ) の お 客 様 に 限り ます 。 14・15 階 「 グ ラン ヴィ アフ ロア 」 の 京都 タワ ー 側 の お 部 屋 を ご 用 意 


し まし た 。 遠 くに は 五山 の 稼 線 、 時 間 に よ っ て 移り 行く 古都 ・ 京 都 
の 眺め を お 愉し みく だ さい 。 


添乗 員 | 1 日 目 の 東京 駅 か ら 4 日 目 の 東京 駅 まで 同行 いた し ます 。 
〈 利 用 バス 会 社 ) サ ン デ ン 観 光 バ ス ま た は サン デン 交通 また は 宇部 山 電 タク シー また は 長門 山 電 タク 
シー また は ブル ー ラ イン 交通 、 中 国 ジ ェ イ アー ル バ ス 、 京都 ヤサカ 観光 バス 

※ 交 通 機関 の 遅延 、 不 通 、 経 路 変 更 お よび 悪天候 等 の 事由 に より 、 旅 行 日 程 の 変更 、 目 的 地 や 滞 
在 時 間 の 短縮 、 観 光 ・ 食 事 箇 所 の 変更 、 削 除 が 生じ る 場合 が あり ます 。※「 瑞 風 ] お よび 4 日 目 大 覚 
寺 は 、 他 の ロイ ヤル ロー ド 銀 座 が 主催 する ツア ー の お 客 様 と ご 一 緒 と な る 場合 が あり ます 。 ※ 手 荷物 
配送 サー ビス は 、 往 路 2 回 (ご 自宅 一 「 風 の 海 ] お よび 「 瑞 風 」)、 復 路 2 回 (「 瑞 風 ] お よび 「 ホ テル グラ 
ン ヴ ィ ア 京都 」 一 ご 自宅 ) ご 利用 いた だ け ま す 。 


グラ ン ヴ ィ ア ラウ ンジ 
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た 立ち 寄り 維 光 地 


包 Eil7 


ツア ー の ポイ ント 


「 瑞 風 」 山 陰 コー ス ( 下 り ) に ど 乗 車 
京都 か ら 下 関 ま で 、 ダ イナ ミッ ク な 車窓 が 広がる 
日 本 海 沿線 を 走り ます 。 

| 春 帆 楼 」 で 冬 の 味覚 ! ふく 」 を 愉し な 

本 場 下関 の 老舗 割烹 旅館 で 、「 ふく 」 の フル コー ス 


を ど 用 意 し て いま す 。 
春 帆 楼 ふぐ ジル 二 (④ 銘 三光) 「 瑞 風 ラ ウ ツン ジ 」 で の ひと と き 
春 帆 楼 一 明治 前 期 創業 の 「 ふ く ] 公 許 1 号 店 2023 年 夏 、 ホ テル グラ ン ヴ ィ ア 京都 内 に 再 オ ー プ ン 


する 「 瑞 風 ラ テウ ンジ 」 で の ひと と き が 、 旅 の は じ ま り の 


初代 総理 大 臣 ・ 伊 藤 博 文公 の 命名 に よっ て 創業 し た 、 老 舗 の 割烹 旅館 。 明 冶 28 年 の 日 高揚 感 を 高め ます 。 


清 講 和 条 約 が 締結 きれ た 場所 と し て 知ら れ て いま す 。 下関 で は 年 間 を 通し て 「 ふ く 」 を 食す 
こと が で きま す が 、 や は り 冬 の 時 期 は 別格 で す 。 旬 の 味覚 を フル コー ス で ご 堪能 くだ さい 。 


下関 で 堪能 する ! ふく ]」 と 日 本 海 冶 線 の 旅 
冬 の 味覚 と 「TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 」 で 巡る 山陰 3 日 間 


四 回 
(スケ ジュ ー ル ) 1 日 目 の 京都 駅 か ら 2 日 目の下 関 駅 まで が 「TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 」 の 乗車 行程 と な り ま す (下記 行程 表 の 還 の 区 間 で す ) 。 


東京 駅 (6:50-7:30 発 ) 吉 二 ( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )〒 王 京都 駅 |…… ホテ ルグラン ヴィ ア 京 都内 瑞 風 ラウ ンジ …… 京都 駅 | 0:45 
2/17 -115 発 ) 吾 本 (TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 ・【 ご 昼食 ・ 車 内 】 お 部 屋 に て 「 菊 乃井 」 監修 の 京 点心 ) 王 本 香 住 駅 | 一 面 末 乱 
土 ) ERGEIEDZSSSRSSSY 一 | 浜坂 駅 =ー(TWILIGHT EXPRESS 増 風 ・【 ご 夕食 車内 】 食 堂 車 に て [HAJIME」 監修 
の 西洋 料理 ) = 車 中 泊 口 層 了 

電王 | 須佐 駅 |(⑦15 画 ……【 ご 朝食 ・ 車 外 】 [口福 の 馳走 屋 梅乃 葉 ] で の 和 朝 食 ーー 75: ル / 遇 243ilE9W ん 3 に Cctc17 

2718 ーー| 東 萩 駅 下 本 (TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 ・【 ご 昼食 ・ 車 内 】 食 堂 車 に て [ミア ・ パ エー で ゼ ] 監修 の イタ リア 料理 ) 王 本 下関 駅 


( 目 ) 。 (5:45-ie:15 綿 着 一 一 下関 温泉 ( 泊 ) (16:45 下 ) 
ご 夕食 は 四季 折々 の 旬 を 活か し た 和洋 折 理 の 創作 会 席料 理 下関 温泉 下関 温泉 風 の 海 泊 較 司 較 
2/19 ホテ ル (uo:oom) 王 一 唐戸 ン 関 門 海峡 クル ー ジ ング ・ 〇 上 厳 流 島 ニン 唐戸 一 下関 「 春 帆 楼 」 (「 ふ く フ ルコ ー ス 」 の ご 昼食 ) | 格子 席 | 一 
(月 )  @ 関 門 橋 一 一 [小倉 駅 |= 王 (山陽 ・ 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 東京 駅 ueao-2030 都 較 違 口 
(凡例 〉 〇 入場 〇 下車 念 車窓 ーーJR ーー バス ーー ン 船 …… 徒歩 早 朝食 層 昼 食 図 タ 食 食事 な し 
(ご 出発 日 ) 2024 年 2 月 17 日 ) [2 泊 3 日 ] 最 催 行人 16 名 | 請 請 2EC5E 還 議 議 昌 由 県 下関 温泉 
(旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り 2 よみ 現地 オプ ショ ンプ ラン コー ド 1GGT010-A 下関 温泉 鳳 の 海 
時 の 砂 行 代金 下関 郊外 の 関門 海峡 を 一 望 す る ロケ ーション に 儲 む 全 室 オー 
寝台 客室 タイ プ 客室 タイ プ シャ ン ビ ュー の 宿 。 ロ ビー や 客室 の 温泉 展望 風呂 か ら は 海峡 を 
ロイ ヤル シン グル Ro 1 ,1 00,.000 中 1 名 様 1 室 利用 行き 交 う 船舶 の 次 を 見 る こと が で きま す 。 ※ 大 浴場 は あり ませ ん 。 
AM 850.000 ロ 
ロイ ヤル ツイ ン (469m 860.000 ロ 
"069m0 870.000n 医 計 胃 
往路 京都 駅 合流 15,000 円 引き 
復路 小倉 駅 離 団 25,000 円 引き 


※ ご 参加 は 13 歳 以上 (出発 時 ) の お 客 様 に 限り ます 。 
添乗 軸 計 | 日 目 の 東京 駅 か ら 3 日 目 の 東京 駅 まで 同行 いた し ます 。 

(利用 バス 会 社 ) 中 国 ジ ェ イ アー ル バ ス 、 サ ン デ ン 観 光 バ ス ま た は サン デン 交通 また は 宇部 山 電 タ ク 

シー また は 長門 山 電 タ クシ ー ま た は ブル ー ラ イン 交通 

※ 交 通 機関 の 遅延 、 不 通 、 経 路 変更 お よび 悪天候 等 の 事由 に より 、 旅 行 日 程 の 変更 、 目 的 地 や 滞 
在 時 間 の 短縮 、 観 光 ・ 食 事 箇 所 の 変更 、 削 除 が 生じ る 場合 が あり ます 。 

※「 瑞 風 ] は 、 他 の ロイ ヤル ロー ド 銀 座 が 主催 する ツア ー の お 客 様 と ご 一 緒 と な り ま す 。 

※ 手 荷物 配送 サー ビス は 、 往 路 2 回 (ご 自宅 一 「 瑞 風 ] お よび 「 風 の 海 ])、 復 路 2 回 (「 瑞 風 ] お よび 
「 風 の 海 」 つ ご 自宅 ) ご 利用 いた だ け ま す 。 


シ ツイ シン 客室 の 一 例 


アン 


上 本 泥 治 衣 が 話題 の 朋 才 た 講 ーーーa ・ 


L 
6 
ミ 


| ls 電 j 


京都 駅 賠 


6 ツア ー の ポイ ント 
| 瑞 風 」 山 陰 コ ー ス (下り ) に ご 乗車 
い 京都 か ら 下 関 ま で 、 ダ イナ ミッ ク な 車窓 が 広がる 
日 本 海 沿線 を 走り ます 。 
& ぶ ロイ ヤル ロー ド ・ プ レミ アム の 旅 
2 日 目下 関 か ら は 全 10 席 の ラグ ジュ アリ ー バ ス 
2 「 ロ イヤ ル ロ ー ド ・ プ レミ アム 」 に て 九州 を 巡り ます 。 
豆 提 供 :( 一 EE 記 S 
Ra $ 新 0 の 1 
大 浦 天主 堂 一 西 九州 新幹線 開業 で 注目 の 長崎 ・ 佐 賀 を 訪れ る 2023 年 6 月 開業 の 「ENOWA YUFUINJ、 
「 瑞 風 ] で の 山陰 の 旅 に 続 け て 、 全 10 席 の ラグ ジュ アリ ー バ ス 「 ロ イヤ ル ロ ー ド : プ レミ アム 2023 年 就航 の | フェ リー さん ふら わあ J 新 革 船 が 
に て 九州 の 北部 ・ 西 部 を 巡り ます 。 上 質 な 列車 じ 入 の 旅 、 を し て 新しい 新幹線 、 き ら に 新しい 九州 の 旅 を 彩り ます 。 
2023 年 就航 の フェ リー きん ふら わあ 新造 船 の 旅 を 一 度 に ご 堪能 いた だ け ま す 。 


(スケ ジュ ー ル ) 1 日 目 の 京都 駅 か ら 2 日 目の下 関 駅 まで が 「TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 」 の 乗車 行程 と な り ます (下記 行程 表 の 輔 の 区 間 で す ) 。 
東京 駅 (650-7.30 発 ) 吉 二 (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 )m 王 | 京都 駅 |…… ホテ ルグラン ヴィ ア 京 都内 瑞 風 ラウ ンジ ……] 京 都 駅 |0:45 
2/17 -1115 玩 本 (TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 【 ご 昼食 ・ 車 内 】 お 部 屋 に て 「 菊 乃井 」 監修 の 京 点心 )m テ | 香 住 駅 ビー 還 請 結 誠 
圭 ) 証 EEHGEERZSSESSS 交 一 | 浜 坂 駅 | デー(TWILIGHT EXPRESS 増 風 -【 ご 夕食 ・ 車 内 】 食 堂 車 に て [HAJIME] 監修 
の 西洋 料理 ) = 車 中 泊 口 層 較 
ーー 須佐 駅 715 刀 ……【 ご 朝食 ・ 車 外 】 「 口 福 の 馳走 屋 梅乃 葉 ] で の 和 朝 食 ーー 2E39 ん 23SKYCGcI0) 
2/18 = 一 | 東 萩 駅 |mー(TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 ・【 ご 昼食 ・ 車 内 】 食 堂 車 に て 「 ミ ア ・ パ エー ゼ ] 監修 の イタ リア 料理 ) = 坪 [ 下 関 駅 
( 目 ) 。qs:45-1e:15 天 着 ) 一 一 小倉 ( 泊 ) (16:45 頂 ) 
ご 夕食 は 「 な に わ 」 に て 鉄板 焼 小倉 プリ ー ガ ロイ ヤル ホテ ル 小 倉 泊 國 届 図 
ホテ ル (930 引 一 王 〇 門司 港 の 散策 (ガイ ド が ご 案内 ) 王 一 門司 「 三 井 倶楽部 ] (名 物 焼 き カ レー の ご 昼食 ) | 椅子 席 一 一 
〇 太宰 府 天満 宮 一 一 嬉野 温泉 ( 泊 ) e:30 世 
軒 ご 夕食 は 佐賀 嬉野 の 旬 の 味覚 を 器 と と も に 愉し む 和 食 会 席 嬉野 温泉 椎葉 山荘 泊 國 層 図 
ホテ ル (9:30 世 一 一 〇 大 浦 天主 堂 ・ グ ラバ ー 園 デ 〇 長崎 新地 中 華 街 散策 (自由 昼食 )…… 〇 出島 (鎖国 時 期 の 歴史 
加 的 建造 物 や 街並み 復元 ) 王 一 長崎 市 内 ( 泊 ) de:00 包 ) 
時 夕食 は 「 鮨 ダイ ニン グ 天空 ] に て 鮨 会 席 長崎 市 内 プ ガ ー デ ン テ ラ ス 長 崎 ホ テル & リ ゾー ト 泊 國 口 図 
ホテ ル (930 細 一 王 | 長崎 駅 王 〈 西 九州 新幹線 「 か も め 」 (普通 指定 席 ) )m 王 | 武雄 温泉 駅 | 一 〇 武雄 温泉 楼門 …… 「 東 洋館 」 
(和食 の ご 昼食 ) ニ ー 〇 御船 が 丘 梅林 王 一 ( 約 150 分 ) 由 布 院 ( 泊 ) 6:30 頃 ) 


ご 夕食 は IJIMGU」 に て 洋食 由布 院 温泉 ンプ ENOWA YUFUIN 泊 國 層 図 
ホテ ル (o:oo 引 一 一 由布 院 自由 散策 ( 約 90 分 ) ニ 一 臼 杵 「 料 亭 山田 屋 ] (ふぐ 会 席 の ご 昼食 ) ニ 一 〇 臼杵 石仏 (ガイ ド が ご 案内 ) 
別府 港 (8:45 発 ) ペン (フェ リー さん ふら わあ ) ご ン 船 中 泊 プ フェ リー さん ふら わあ 泊 國 局 狗 


マン 大 阪南 港 (6:35 攻 一 三 | 新 大 阪 駅 下 二 (東海道 新幹線 グリ ー ン 車 〉 = 東京 駅 | tl:00-12:00 基 


國 


(凡例 ) 〇 入場 〇 下車 欠 車 窓 = デーJR デバ ス ニン ン 船 …… 徒歩 國 朝 食 悦 昼 食 留 タ 食 食事 な し 


上 質 を 知る 大 人 の た め の 本寺 NNSRSE ご IO 
(② の クラ と ae の / 必 = ョ ド フレ ミア ム 」 
シー トシ ェ ル で 仕切 られ た 完全 独立 型 シ ー ト は 、 前 後 の 間 6 」 
隔 $ 広 いた め 、 プ ライ ベー ト な 空間 で お 寛ぎ いた だ け ま す 。 
荷 棚 の 無い 開放 的 で ワイ ド な 車窓 (UV カ ッ ト 仕 様 ) か ら 、 美 
し い 景 観 を お 愉し みく だ さい 。 


EN@OWANN 


全席 独立 型 シ ー ト で megededmdleg | YUEUIN( 泊 ) IN 
お ひと り 様 で の | デ 号 ルー JO! 上 ペン 
ご ど 参加 に も 適し て いま す 。 ゴー 室 UN 新 電線 [かもめ 


安心 の 化粧 室 付 。 6 座席 (イメ ー ジ ) 


ガー デン テラ ス 長 崎 
ホテ ル & リ ゾー ト ( 泊 ) 


se633MMSSDIDIIN(6 末 WILIGHT EXPRESS 瑞 風 で 


( に ニン (0) 晩秋 の 山陽 ・ 京 者 


で 館 る 山陽 4 日 間 


山陽 


古く か ら 島 その も の が 信仰 の 対象 と きれ て きた 神 の 島 。 


斉 国 昌 十 年 以上 の 歴史 を 持つ 厳島 神社 (世界 遺産 ) で は 、 
本 蘭 較 いにしえ の 時 を 今 に 伝え る 芸能 を ご 覧 いた だ きま す 。 


※ 宮 島内 で 徒歩 で の 移動 が 不安 な お 客 様 に 関し ほし て は 、 タ クシ ー 
に て 送迎 いた し ます 。 
茂 島 神社 正式 参拝 
上 厳 島 神社 の 舞 耕 で の 舞楽 奉納 

※ 宮 島 へ は フェ リー に て ご 移動 いた だ きま す 。 


京都 画壇 の 巨匠 ・ 円 山 応挙 と を の 第 
子 の 作品 165 点 (重要 文化 財 ) を 擁する 
「 大 乗 寺 」。 級 密 に 計算 きれ た 複 絵 に よ 
る 立体 明 茶 苺 の 空間 を 体感 いた だ きま 
す 。 ま た 、 通 常 非 公開 の 應 晃 霊 賀 庫 ( ぉ 
うき ょ れい ほう こ ) に お 入り いた だ き 、 応 挙 の 
真 筆 に よる 複 絵 を ご 覧 いた だ きま す 。 
… 副 住職 に よる 解説 


(で 出発 日 2024 年 2 月 17 日 土 ) [e 泊 7 日] 


al 
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写真 提供 : 広 島 上 
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日 本 文化 の 源流 を 求め て シル クロ ー ド の 旅 を 
続け た 平山 郁夫 の 生涯 と 名 作 誕生 の エピ ソー 
ド に つい て 、 作 品 と と も に ご 鑑賞 いた だ きま す 。 ま 


日 本 庭園 が 眺め られ る 喫茶 「 オア シス 」 で は 


季節 の お 飲み 物 を お 楽し みい た だ け ま す 。 
平山 
※ 瀬 戸 
SEA SPICA (シー スピ カ ) に て ご 移動 いた だ きま す 。 


中 夫 美術 館 見 学 
港 一 尾道 駅 前 接 橋 は 観光 型 高速 クルー ザー 


山陰 3 日 間 
西 九州 の 旅 7 日 間 


り の 地 を 訪れ る と と も に 、 国 指定 重要 文化 財 
で あり 萩 藩 の 御用 達 を 勤め た 豪商 区 屋 家 
の 庭園 と 屋敷 を 訪れ ます 。 

松陰 神社 松下 村塾 (世界 遺産 ) 見 学 
職 に よる 講話 、 解 説 
住宅 … ガイ ドド に よる ご 案内 ・ 新 庭 公開 


最少 催行 人 員 | 6 名 


(ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ノ 東 京 駅 発着 ) ) 


現地 オプ ショ ンプ ラン コー ド 1GGTR10-0 


1 泊 目 2 泊 目 3 泊 目 、 4 泊 目 5 泊 目 6 泊 目 
「 瑞 風 」 「 リ ー ガ ロイ ヤル ホテ ル | 「 椎 葉山 注 ] || ガー デン テラ ス 長 崎 ホ テル | 「ENOWA YUFUIN] 客 | 「 フェ リー さん ふら わあ ] 旅行 代金 
寝台 客室 タイ プ 小倉 」 客 室 タイ プ 客室 タイ プ & リ ゾー ト ]」 客 室 タ イプ 呈 タ イ ブ グ 客室 タイ プ 
スー ペリ アフ ロア ザ ・ ル ー ム ス ( 約 78m) 1.550,000 貴 用 巧 人 穫 明 
ロイ ヤル ツイ ン デラ ックス 和洋 室 洋室 フォ レス ト サ イド ヴィ ラ レジ 
( 約 53m) ( 約 10 暑 | ハー パー スイ ー ト 1 科 108D 22 中 10 用 607010j 2 名 様 1 宝 利 用 
ザ - ス イー ト クラ ウン スイ ー ト 0 ( 約 50m) ヒル トッ プス カイ 月 66061010] 記 1 2 名 様 1 宝 利 用 
( 約 65m) パビリオン ( 約 185m) つり V, り PV 
往路 京都 駅 合流 15,000 円 引 き 
復路 新 大 阪 駅 離 団 15,000 円 引き 


※ ご 参加 は 13 歳 以上 (出発 時 ) の お 客 様 に 限り ます 。 


添乗 具 


1 日 目 の 東京 駅 か ら 7 日 目 の 東京 駅 まで 同行 いた し ます 。 た だ し 、 瑞 風車 内 は 別 の 「 夢 の 休日 ] ツ アー の 添乗 員 が 同行 いた し ます 。 


〈 利 用 バス 会 社 ) 中 国 ジ ェ イ アー ル バ ス 、km モ ビリ ティ サー ビス 
※ 交 通 機関 の 遅延 、 不 通 、 経 路 変更 お よび 構 天候 等 の 事由 に より 、 旅 行 日 程 の 変更 、 


目的 地 や 滞在 時 間 の 短縮 、 観 光 ・ 食 事 箇所 の 変更 、 削 除 が 生じ る 場合 が あり ます 。※「 瑞 


風 ] は 、 他 の ロイ ヤル ロー ド 銀 座 が 主催 する ツア ー の お 客 様 と ご 一 緒 と な り ま す 。 ※5 日 目 ホ テル から 長崎 駅 は 、 タ クシ ー ま た は ジャ ン ボ タク シー に 分 乗 し て 移動 と な る 場合 が あり ます 。 


※6 日 目 タ 食 お よび 7 日 目 朝 食 は 船内 ビュ ッ フェ 利用 
「ENOWA YUFUIN」 一 ご 自宅 ) ご 利用 いた だ け ま す 。 


と な り ま す 。 ※ 手 荷物 配送 サー ビス は 、 往 路 2 回 (ご 


自宅 一 「 瑞 風 ] お よび 「 リ ー ガ ロイ ヤル ホテ ル 小 倉 」)、 復 路 2 回 (「 瑞 風 ] お よび 


福岡 県 ・ 小 倉 


リー ガロ イヤ ル ホ テル 小倉 

小倉 駅 玉 近 に 位置 し 、 地 上 130m か ら 望 む 関 門 海峡 、 衝 灘 と 連なる 絶景 
に 思わ ず 息 を の む よ う な 北九州 の パノラマ が 広がり ます 。 夕 食 は 「 な に わ 」 に 
て 北九州 の 夜景 と 九州 の 旬 の 食材 を お 愉し みく だ さい 。 


お 部 屋 か ら の 眺望 の 三 例 
※ お 部 屋 の 向き に よう で 異な り ま す 。 


長崎 県 ・ 長 崎 市 内 
ガー デン テラ ス 長 崎 ホ テル 層 リ ゾー ト 

稲佐 山 の 中腹 に 位置 する デザ イナ ー ズ ホテ ル 。 客 室 は 全 室 オー シャ ン 
ビュ ー で 、 テ ラス か ら は 、 長 崎 の 港 や 街 並 を 一 望 で き 、 夜 は ライ ト ア ッ プ され 
た 街灯 り が 港 の 水面 に 映り 込み 、 幻 想 的 な 夜景 を お 楽し みい た だ け ま す 。 


佐賀 県 ・ 嬉 野 温泉 


椎葉 山 蘭 

椎葉 山 と 棚田 に 囲ま れ た 椎葉 川 に 伴 む 一 軒 宿 。 自 然 の 息吹 と 川 の せ せ ら 
ぎ を 感じ る 癒し の 空間 が 広がり ます 。 有 有田焼 や 波佐見 焼 の 器 を 使っ た 季 
節 の 会 席 や 、 朝食 の 大 正 屋 自家 製 [ と ろ け る 湯 ど うふ 」 を お 愉し みく だ さい >。 


で 】 
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5 日 目 の お 宿 


ENOWA YUFUIN 
2023 年 、 由 布 院 の 高台 に 誕生 する 、 石 や 木 な どの 自然 素材 を 多用 し た 建築 
の 「 ボ タニ カレ ッ リトリート] 。 夕 食 は [JIMGU」 に て ENOW_A フ ァ ー ム で シェ ン 自 


美しい 日 本 を ホテ ル が 走る 。 


て と 上 拘 さ の 中 に 懐か し き 


京都 や 松江 、B 

日 本 海 や 大 山 

西日本 に は 、 日 本 の 原 風景 と も 呼べ る 場所 が た くさ ん あり ま ・-・ 
ホテ ル の よう な 上 質 さ と 心 休ま る 懐か し さ を 感 じ る 列車 

この 国 の 素晴らし さ を 再 発見 し て いた だ 


車 窓 の 眺め 、 一 流 の 食 の 匠 に 


本 ツア ー に は 、 以 下 の 国内 旅行 保険 1) が 旅行 期間 中 (2) に 補償 され て いま す 。 
・ 死 亡 後遺 障害 保険 金額 (傷害 ) 1.500 万 円 ・ 入 院 保険 金 日 額 (傷害 ) 7,500 円 


量 0 に HIP 「 瑞 風 」 到 験 者 や 詳し い スタ 前 2 ド N 


計 し く は 取 拓 代理 牛 まで お 病 合 せく だ さ い 


(CK 1) ジ ェ イ アイ 傷害 火災 保険 株 式 会 社 を 引受 保険 会 社 と し て 契約 する 国内 旅行 傷害 保険 特 い 。 夢 の 休日 H 隊 泊 乗 員 同行 で 安心 。 以 外 に に 。 の に 
約 セッ ト 普通 傷 天保 険 の 約款 に 基づく 契約 で す 。 期 、 を の 土地 な NON NO 
(2 2) ツ アー に 参加 され る それ ぞ れ の 旅行 者 に つい て 、 ツ アー に 参加 する た め に 自宅 を 出発 し ) (時 昌 1000-」s00 
て か ら 自 宅 に 帰着 する まで の 期間 を いい ます 。 
(※ 3 ) 航空 機 を 利用 し な い ツア ー に は 付帯 され ませ ん 。 募集 文書 番号 JI2022-348 国内 旅行 デ 。 休業 日 / 祝 振替 休日 -12 月 30 日 一 1 月 3 日 


国内 募集 型 企 画 旅行 ご 旅行 条件 ( 要 ※ お 申込 の 際 は 必ず 旅行 条件 書 ( 全 文 ) を お 受け 取り いた だ き 事 前 に 内 容 を ご 確認 の 上 お 申し 込み くだ さい 。 


@ 募 集 型 企画 旅行 約 @ 取 消 料 @ お 客 様 の 責任 (抜粋) 

この 旅行 は 、 株 式 会 社 JTB( 東 京都 川 区 東 品川 8-3-1 1 観光 庁 長官 登録 旅行 業 旅行 契約 成立 後 、 お 客 様 の 都合 で 契約 を 解除 され る と き は 、 次 の 金額 を 取消 料 と し お客様 は 、 旅 行 開始 後に お いて 、 契 約 書面 に 記載 され た 旅行 サー ビス を 円 滑 に 受領 
第 64 号 。 以 下 [当社] と いう 。) が 企画 実施 する 旅行 で あり 、 こ の 旅行 に 参加 され る て 申し 受け ます 。( お ひと り 欄 ) する た め 、 万 が 一 契約 書面 と 異な る 旅行 サー ビス が 提供 され た と 語 識 し た と き は 、 旅 
お 客 様 は 当社 と 募集 型 企画 旅行 契約 を 締結 する こと に な り ま す 。 旅行 条件 は 、 下 記 行 地 に お いて 速やか に その 旨 を 添乗 員 、 現 地 ガ イド 、 当 該 旅 行 サー ビス 提供 機関 
に よる ほか 、 別 途 お 渡し する 旅行 条件 書 (全文 )、 出 発 前 に お 渡し する 最終 旅行 日 程 は お 申込 店 に 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 

表 と 称す る 確定 書面 及び 当社 旅行 業 約 圭 募 集 型 企画 旅行 契約 の 部 に より ます 。 契約 解除 の 日 取消 料 個人 情報 の 取扱 に つい て 

@ 旅 行 の お 申し 込み 及び 契約 成立 時 基 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て さか の ぼっ て 、 無料 当社 及び 販売 店 は 、 旅 行 申込 の 際 に 提出 され た 申込 書 等 に 記載 され た 個人 情報 に 
(1) 当 社 所 定 の 事項 を お 申し 出 の うえ 、 お 申込 金 お ひと り 様 ご 旅行 代金 の 2096 以 上 ら 1 日 目 に あたる 以前 の 解除 強 つい て 、 お 客 様 と の 間 の 連絡 の た め に 利用 させ て いた だ く ほ か 、 お 客 様 が お 申し 込 
を 添え て お 申込 みい た だ きま す 。 申 入金 は 旅行 代金 を お 支払 い の 際 差 し 引か せ て 頂 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て さか の ぼっ て 、| .。.。。、 みい た だ いた 旅行 に お いて 運送 宿泊 機関 等 の 提供 する サー ビス の 手配 及び それ ら 
きま す 。( ら ) 当 社 は 電話 、 郵 便 及 び フ ァ クシ ミリ その 他 の 通信 手段 に よる 旅行 契約 の 20 日 目 に あたる 以降 の 解除 旅行 代金 の 2096 の サー ビス の 受領 の た め に 手続 に 必要 な 範囲 内 で 利用 させ て いた だ きま す 。 こ の ほ 
予約 申し 込み を 受付 ける こと が あり ます 。 こ の 場合 予約 の 時 点 で は 契約 は 成立 し て ーー に か 、 当 社 お よび 販売 店 で は 、① 当 社 及び 当社 と 提携 する 企業 の 商品 や サー ビス 、 キ ャ 
お ら ず 、 当 社 が 予約 の 承諾 の 旨 を 通知 し た 日 の 翌日 か ら 起算 し て 3 日 以内 に 申込 金 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さか の ぼっ て 、 フ 7 | 愉 行 代金 の 3096 ン ペ ー ン の ご 案内 旅行 参加 後 の ご 意見 や ご 感想 の ご 提供 の お 願い ③ ア ン ケー ト 
の 支払 い を し て いた だ きま す 。 こ の 期間 内 に 申込 金 の 支払 い が な され な い 場 合 、 当 こ あ た る 以降 の 解除 3 の お 願い ④ 特 典 サ ービス の 提供 統計 資料 の 作成 に お 客 様 の 個人 情報 を 利用 させ 
社 は お 申込 み は な か っ た も の と し て 取り 扱い ます 。 旅行 開始 日 の 前 日 の 解除 旅行 代金 の 409%6 て いた だ く こ と が あり ます 。 

介 旅 抹 人 使 の お 文 払い 上 -。 。 | 旅行 日 の 解 除 ( 旅 行 開始 前 ) 旅行 代金 の 509。 | 旅行 件 旅行 代金 の 准 8 

旅行 代金 は 、 旅 行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さか の ぼっ て 13 日 目 に あたる 日 より 前 に 旅行 開始 後 の 朋 除 また は 無 連絡 不参加 旅行 代金 の 10096 この 旅行 条件 は ら 023 年 6 月 1 日 を 基準 と し て いま す 。 ま た 、 旅 行 代金 は 8083 年 
(お 申し 込み が 間際 の 場合 は 当社 が 指定 する 期日 まで に ) お 支払 くだ さい 。 ま た 、 お 客 ー ーーーーーーー ーー 一 ー 


6 月 1 日 現在 の 有効 な 運賃 規則 を 基準 と し て 算出 し て いま す 。 

様 が 当社 が 発行 する 又は 提携 カー ド 会 社 の カー ド 会 員 で ある 場合 、 お 客 様 の 署名 な く 信 旅 行 代金 に 含ま れる も の ー 
し て 旅行 代金 、 取 消 料 、 追 加 諸費 用 な ど を お 支 払い いた だ く こ と が あり ます 。 こ の 場合 (1) 旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 料金 (注釈 の な いか ぎり 航空 機 は 普通 席 ( エ コ 0 ホテ ル 等 に お いて 、 お 客 補 が 和 理 その 他 の サー ビス 等 お 2 加 さ れ た 
の カー ド 利 用 日 は 、 お 客 様 か ら お 申し 出 が な い 限 り 、 お 客 様 の 承諾 日 と いた し ます 。 ノミ ー ク ラス ) 、 宿 泊 費 、 食 事 代 、 入 坦 及び 消費 税 諸 税 。 は 、 原 則 と し て 消費 税 な どの 諸税 が 課せ られ ます の で ご 了承 くだ さ 
@⑯ [通信 契約 」 を 希望 され る お 客 様 と の 旅行 条件 (の ) 泊 乗員 が 同行 する コー ス に お ける 添 来 員 経 旨 、 団 人 行動 に 必要 な 心 付 。 
当社 提携 クレ ジッ トカ ー ド 会 社 の カー ド 会 員 ( 以 下 「 会 員 ]」 と いい ます 。) よ り 「 会 員 の 署名 (3) その他 、 旅 行 代金 に 含ま れる 旨 表 示し た も の 。 
な くし て 旅行 代金 や 取消 料 等 の 支払 い を 受け る ] こ と (以下 [通信 契約 」 と いい ます 。) を これ ら の 費 用 は お 客 様 の ご 都合 に より 、 一 部 利用 され な く て も 原則 と し て 払い 戻し は い 
条件 に お 申し 込み を 受け る 場合 が あり ます 。 (受託 旅行 業者 に より 当該 取扱 い が で き な た し ませ ん 。( コ ー ス に 含ま れ な い 通 費 等 の 諸費 用 及び 個人 的 費用 は 含み ませ ん 。) 
い 場 合 が おり ま す 。 ま た 到 抜 いで きる カー ド の 大 も 旅行 業 者 に より 異な り ます 。) @ 特 別 補 貸 

契約 成立 は 、 当 社 ら が 加 話 又は 郵便 で 旅行 契約 の 締結 の 承諾 通知 を 発信 し た と き 当社 は 、 当 社 また は 当社 が 手配 を 代行 させ た 者 の 故意 また は 過失 の 有無 に か か わら 

(e-mal 等 電子 承諾 通知 を 利用 する 場合 は 、 そ の 通知 が お 客 様 に 到達 し た と き ) と し すず 募集 型 企画 旅行 約 雪 別紙 特別 補償 規定 に 基づき 、 お 客 様 が 募集 型 企画 旅行 参加 
ます 。 ま た 申込 時 に は 「 会 員 番号 : カ ー ド 有効 期限 ] 等 を 通知 し て いた だ きま す 。 中 に 急激 か つ 偶 然 な 外来 の 事故 に より 、 そ の 身体 、 生 命 又 は 手荷物 上 に 被っ た 一 定 の 
ぐ 「 カ ー ド 利用 日 」 と は 旅行 代金 等 の 支払 い 又は 払い 戻し 債務 を 履行 すべ き 日 を い 損害 に つい て 、 以 下 の 金額 の 範 団 に お いて 、 補 償 金 又は 見 舞 金 を 支払 いま す 。 な お 、 
いま す 。 旅 行 代金 の カー ド 利 用 日 は 「 契 約 成 立 日 ] こ と し ます 。 ま た 取消 料 の カー ド の 利 。 手荷物 の 損害 に 対し て 保険 金 を 支払 うべ き 保 険 金 契約 が ある 場合 は 、 当 社 は 、 当 社 が 
用 日 は 「 契 約 解除 依頼 日 ] こ し ます 。 (但し 、 契 約 解 除 依頼 日 が 旅行 代金 の カー ド 利 用 支払 うべ き損 害 補 償 額 を 減額 する こと が あり ます 。 
日 以降 で あっ た 場合 は 、 当 社 ら は 旅行 代金 か ら 取消 料 を 差し 引 し た 人 額 を 解除 依頼 日 ” 死亡 補 償 金 :1500 万 円 院 見 舞 金 : ら こら 0 万 円 通院 見 舞 金 :1 こ 5 万 
の 翌日 か ら 起算 し て 7 日 以内 を カー ド 利用 日 と し て 払い 戻し ます 。) 携行 品 損害 補償 金 : お 客 様 ] 名 に つき 15 万 円 (た だ い 、 補 償 対 象 品 1 個 あたり 10 万 
円 を 限度 と し ます 。) 


人 @ 旅 行 下 画 ・ 実 施 人 受託 販売 (お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ ) 


株 式 会 社 」1B 


観光 庁 長 官 登録 旅行 業 第 64 号 日 本 旅行 業 協会 正 会 9 
東京 都 品川 区 東 品川 2-3-11 〒140-8602 ん 
し ボ っ 保証 会 員 旅行 業 公正 取引 
ドー  - 計 団 法人 日本 旅行 業 会 下 会 員 寺 協議 ビーゴ 会 員 ーー 


総合 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 責任 者 で す 。 こ の 
旅行 契約 に 関し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 御 遠慮 な く 記載 の 総合 旅行 業務 取扱 管 
理 者 に お 尋ね 下さ い 。 


夢 の 休日 検 索 


